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第 21 回
全国市民オンブズマン岩手大会

じ ぇ じ ぇ じ ぇ ！
秘密保護法 ・ 公共事業 ・ 政務活動費

9 月６、７日

盛岡で開催

再
確
認
さ
れ
た
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
存
在
意
義

で
も
、
地
方
自
治
法
が
改
悪
さ
れ
る
と
困
難
に
な
る
住
民
訴
訟

 

第
21
回
全
国
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
岩
手
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約

160
名
、
当
会
か
ら
も

4
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
秘
密
保
護
法
、
公
共
事
業
、
政
務
活
動
費
の
問
題
が
、

特
に
今
回
の
特
徴
と
し
て
震
災
復
興
関
連
と
ギ
ャ
ン
ブ
ル
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
い
づ
れ
も

「
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
！
」
を
連
発
し
た
く
な
る
よ
う
な
、
深
い
内
容
で
し
た
。

▽
需
要
予
測
調
査
資
料
は
5

年
経
過
後
に
大
半
で
廃
棄
さ

れ
て
お
り
、
デ
ー
タ
そ
の
も

の
が
入
手
で
き
ず
▽
6
事
業

の
み
で
予
測
達
成
率
が
算
定

で
き
た
が
、
す
べ
て
予
測
値

以
下
で
、
最
悪
は
予
想
の
五

分
の
一
で
あ
っ
た
。

　

鉄
道
計
画(

22
件
）
に　

関
し
て
▽
国
交
省
の
よ
う
に

資
料
を
破
棄
し
て
い
る
自
治

体
は
な
か
っ
た
▽
利
用
者
数

は
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
線
の

14
％
を
筆
頭
に
、
ほ
と
ん
ど

が
需
要
予
測
の

1/2
以
下
。

　

需
要
予
測
調
査
は
、
随
意

契
約
や
天
下
り
業
者
に
よ
る

実
施
例
が
多
く
、
過
大
な
需

要
を
想
定
す
る
こ
と
を
前
提

過
大
な
需
要
予
測

　

ど
れ
く
ら
い
外
れ
、
誰
が

外
し
た
か
を
知
る
目
的
で

「
公
共
事
業
需
要
予
測
外
れ

調
査
」
が
実
施
さ
れ
、
次
の

二
件
に
つ
い
て
、
「
当
初
の

予
想
」
と
「
一
年
目
の
需
要

予
想
と
実
際
」
を
分
析
し
た

結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ナ
ふ
頭
の
岸
壁
整

備
事
業(

55
件
）
に
関
し
て

政
務
活
動
費
報
告

　

政
務
活
動
費
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
（
詳
細
は
全
国

市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
連
絡
会

議
サ
イ
ト
（http

://w
w
w
.om
b
udsm

an.

jp
/seim

u.htm
l#140714

）
が
発
表
さ

れ
▽
ま
だ
ま
だ
、
全
国
で

ノ
ー
チ
ェ
ッ
ク
の
政
務
活
動

費
が
多
い
▽
「
自
分
た
ち

の
支
出
は
監
視
さ
れ
て
い
な

い
」
と
野
放
図
な
支
出
が
行

わ
れ
て
い
る
▽
「
第
三
者
」

に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
は
効
果
が

疑
わ
し
く
隠
れ
蓑
に
な
っ
て

お
り
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
や

る
し
か
な
い
▽
領
収
書
類
を

Ｃ
Ｄ
ー
Ｒ
Ｏ
Ｍ
で
開
示
す
る

と
こ
ろ
が
少
し
ず
つ
増
え
て

き
た
。
議
会
事
務
局
に
と
っ

て
も
省
力
に
な
り
、
今
後
各

議
会
で
広
が
る
よ
う
求
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
▽
会
計
帳

簿
で
不
審
な
支
出
を
あ
る
程

度
把
握
で
き
る
。
会
計
帳

簿
を
提
出
さ
せ
、
そ
れ
を
議

会
の
Ｈ
Ｐ
で
公
開
さ
せ
る
よ

　

一
日
目
は
、
盛
岡
駅
近
く

の
ア
イ
ー
ナ
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
基
調
報
告
、
全
国
連

絡
会
議
の
一
年
間
の
活
動
報

告
や
以
下
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

に
業
者
が
選
定
さ
れ
て
い
る

実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
「
外
れ
た
原

因
の
究
明
と
分
析
」
と
「
文

書
管
理
の
徹
底
を
要
求
」
す

る
こ
と
の
大
切
さ
が
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

No 106
発行日　2014 年 9 月 16 日

第 21 回
全国市民オンブズマン岩手大会

じ ぇ じ ぇ じ ぇ ！
秘密保護法 ・ 公共事業 ・ 政務活動費

9 月６、７日

盛岡で開催

再
確
認
さ
れ
た
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
存
在
意
義

で
も
、
地
方
自
治
法
が
改
悪
さ
れ
る
と
困
難
に
な
る
住
民
訴
訟

 

第
21
回
全
国
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
岩
手
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約

160
名
、
当
会
か
ら
も

4
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
秘
密
保
護
法
、
公
共
事
業
、
政
務
活
動
費
の
問
題
が
、

特
に
今
回
の
特
徴
と
し
て
震
災
復
興
関
連
と
ギ
ャ
ン
ブ
ル
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
い
づ
れ
も

「
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
！
」
を
連
発
し
た
く
な
る
よ
う
な
、
深
い
内
容
で
し
た
。

▽
需
要
予
測
調
査
資
料
は
5

年
経
過
後
に
大
半
で
廃
棄
さ

れ
て
お
り
、
デ
ー
タ
そ
の
も

の
が
入
手
で
き
ず
▽
6
事
業

の
み
で
予
測
達
成
率
が
算
定

で
き
た
が
、
す
べ
て
予
測
値

以
下
で
、
最
悪
は
予
想
の
五

分
の
一
で
あ
っ
た
。

　

鉄
道
計
画(

22
件
）
に　

関
し
て
▽
国
交
省
の
よ
う
に

資
料
を
破
棄
し
て
い
る
自
治

体
は
な
か
っ
た
▽
利
用
者
数

は
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
線
の

14
％
を
筆
頭
に
、
ほ
と
ん
ど

が
需
要
予
測
の

1/2
以
下
。

　

需
要
予
測
調
査
は
、
随
意

契
約
や
天
下
り
業
者
に
よ
る

実
施
例
が
多
く
、
過
大
な
需

要
を
想
定
す
る
こ
と
を
前
提

過
大
な
需
要
予
測

　

ど
れ
く
ら
い
外
れ
、
誰
が

外
し
た
か
を
知
る
目
的
で

「
公
共
事
業
需
要
予
測
外
れ

調
査
」
が
実
施
さ
れ
、
次
の

二
件
に
つ
い
て
、
「
当
初
の

予
想
」
と
「
一
年
目
の
需
要

予
想
と
実
際
」
を
分
析
し
た

結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ナ
ふ
頭
の
岸
壁
整

備
事
業(

55
件
）
に
関
し
て

政
務
活
動
費
報
告

　

政
務
活
動
費
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
（
詳
細
は
全
国

市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
連
絡
会

議
サ
イ
ト
（http

://w
w
w
.om
b
udsm

an.

jp
/seim

u.htm
l#140714

）
が
発
表
さ

れ
▽
ま
だ
ま
だ
、
全
国
で

ノ
ー
チ
ェ
ッ
ク
の
政
務
活
動

費
が
多
い
▽
「
自
分
た
ち

の
支
出
は
監
視
さ
れ
て
い
な

い
」
と
野
放
図
な
支
出
が
行

わ
れ
て
い
る
▽
「
第
三
者
」

に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
は
効
果
が

疑
わ
し
く
隠
れ
蓑
に
な
っ
て

お
り
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
や

る
し
か
な
い
▽
領
収
書
類
を

Ｃ
Ｄ
ー
Ｒ
Ｏ
Ｍ
で
開
示
す
る

と
こ
ろ
が
少
し
ず
つ
増
え
て

き
た
。
議
会
事
務
局
に
と
っ

て
も
省
力
に
な
り
、
今
後
各

議
会
で
広
が
る
よ
う
求
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
▽
会
計
帳

簿
で
不
審
な
支
出
を
あ
る
程

度
把
握
で
き
る
。
会
計
帳

簿
を
提
出
さ
せ
、
そ
れ
を
議

会
の
Ｈ
Ｐ
で
公
開
さ
せ
る
よ

　

一
日
目
は
、
盛
岡
駅
近
く

の
ア
イ
ー
ナ
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
基
調
報
告
、
全
国
連

絡
会
議
の
一
年
間
の
活
動
報

告
や
以
下
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

に
業
者
が
選
定
さ
れ
て
い
る

実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
「
外
れ
た
原

因
の
究
明
と
分
析
」
と
「
文

書
管
理
の
徹
底
を
要
求
」
す

る
こ
と
の
大
切
さ
が
強
調
さ

れ
ま
し
た
。



－ ２ －

秘
密
保
護
法

情
報
公
開
訴
訟
報
告

　

秘
密
保
護
法
の
立
法

過
程
の
協
議
文
書
を
開
示

請
求
し
た
結
果
▽
法
成
立

前
に
は1313

枚
（
7
割
）

が
「
開
示
に
よ
り
不
当
な

混
乱
が
生
じ
る
」
な
ど
の

理
由
で
不
開
示
▽
そ
れ
に

対
し
て
、
不
開
示
処
分
見

直
し
を
提
訴
▽
国
会
で
成

立
後
に
開
示
さ
れ
た
が
、

69
枚
は
不
開
示
の
ま
ま
▽

後
で
開
示
さ
れ
た
文
書
は

「
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
」

よ
う
な
内
容
で
は
な
か
っ

た
━
「
決
ま
っ
て
か
ら
で

な
い
と
公
開
し
な
い
」
と

い
う
国
の
姿
勢
は
、
法
成

情
報
公
開
を
勝
ち
抜
こ
う

　
～
秘
密
保
護
法
に
抗
し
て
！

　

清
水
勉
弁
護
士
（
前
日

弁
連
秘
密
保
護
法
対
策
本

部
事
務
局
長
）
が
講
演
。

秘
密
保
護
法
に
反
対
の
理

由
と
し
て
、
秘
密
の
範
囲

が
曖
昧
か
つ
広
範
囲
で
あ

る
こ
と
、
処
罰
が
重
す
ぎ

る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、
法

制
化
の
必
要
性
が
な
い
と

強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
、

演者の清水勉弁護士

　

場
内
は
笑
い
に
包
ま

れ
な
が
ら
、
素
晴
ら
し

い
演
技
の
み
な
ら
ず
、

地
方
自
治
法
「
改
正
」

を
わ
か
り
や
す
く
解
説

す
る
内
容
に

大
拍
手
。
今

は
市
民
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
の

監

視

が

あ

り
、
首
長
は

不
正
な
支
出

を
す
れ
ば
賠

償
責
任
が
生

じ
る
た
め
予

算
執
行
に
適

正
な
緊
張
を

伴
っ
て
い
ま

す
。
も
し
、

改
正
を
許
せ

ば
、
故
意
に

よ
る
重
過
失

以
外
は
免
責
さ
れ
、
住

民
訴
訟
の
心
配
が
な
く

な
り
ま
す
。
「
改
正
」

し
た
が
る
理
由
が
よ
く

わ
か
る
寸
劇
で
し
た
。

  ＝ ＝ 寸 劇 ＝ ＝
   「 軽 過 失 責 任 免 責 で 、 心 配 御 無 用 」

今
で
も
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル

は
深
刻
な
問
題
な
の

に
・
・
・

　

特
定
複
合
観
光
施
設
区

域
の
整
備
の
推
進
に
関
す

る
法
律
案
（
Ｉ
Ｒ
カ
ジ
ノ

推
進
法
）
が
月
内
に
も
成

立
し
そ
う
な
状
況
下
、
同

法
に
関
連
し
▽
そ
も
そ
も

賭
博
行
為
は
刑
法
で
禁
じ

落
札
率
調
査

　

例
年
通
り
、
全
国
の
入

札
調
書
の
分
析
が
行
わ

れ
、
集
計
結
果
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

▽
03
年
～
06
年
：
一
般
入

札
の
普
及
で
落
札
率
（
落

札
価
格
総
合
計
／
予
定
価

格
総
合
計
）
は
低
下
。

▽
06
年
～
10
年
：
建
設
業

う
働
き
か
け
る
▽
不
慣
れ

な
地
域
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

に
は
「
慣
れ
た
」
オ
ン
ブ

マ
ン
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
体

制
を
作
る
━
な
ど
が
報

告
、
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

立
前
に
国
民
が
議
論
す
る

の
を
妨
げ
る
の
が
目
的
で

あ
り
、
情
報
公
開
と
政
令

制
定
過
程
を
注
視
す
る
こ

と
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ

ま
し
た
。

秘
密
保
全
と
情
報
公
開
は

一
体
の
も
の
で
、
不
開
示

の
範
囲
と
文
書
管
理
が
問

題
で
あ
り
、
情
報
公
開
が

不
開
示
と
な
れ
ば
チ
ェ
ッ

ク
の
し
よ
う
が
な
い
と
指

摘
し
ま
し
た
。

ら
れ
て
い
る
▽
す
で
に
日

本
は
世
界
一
の
賭
博
大
国

▽
営
利
企
業
に
賭
博
を
認

め
る
▽
開
発
計
画
は
で
た

ら
め
で
リ
ゾ
ー
ト
法
の
二

の
舞
。
結
局
は
国
民
の
税

金
で
し
り
ぬ
ぐ
い
▽
今
で

も
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
が
わ
が
国
の
男
性
で

580

万
人
い
る
と
推
定
さ

れ
て
い
る
▽
韓
国
の
カ
ジ

ノ
の
現
状
━
と
、
カ
ジ
ノ

解
禁
に
よ
る
重
大
な
問
題

点
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。



－ ３ －

界
の
要
望
で
価
格
以
外
の

要
素
も
考
慮
す
る
総
合
評

価
方
式
が
導
入
さ
れ
た
結

果
、
横
ば
い

▽
11
年
以
降
：
震
災
や
五

輪
の
影
響
で
公
共
工
事
が

増
加
、
そ
れ
に
伴
い
落
札

率
、
談
合
疑
惑
度
が
再
び

上
昇
増
加
傾
向
。

　

談
合
の
復
活
に
警
戒
が

必
要
で
す
。

　

最
低
制
限
価
格
を
引
き

上
げ
る
自
治
体
は
「
落
札

率
が
下
が
る
と
、
工
事
の

質
が
落
ち
る
お
そ
れ
が

あ
る
」
と
主
張
し
ま
す

が
、
こ
の
関
係
を
調
査
し

て
い
る
自
治
体
は
98
自
治

各
地
報
告

　

全
国
各
地
か
ら
多
彩
な

活
動
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
特
に
、
地
元
岩
手
か

ら
は
、
防
潮
堤
や
ま
ち
の

復
興
計
画
に
お
け
る
意
思

決
定
過
程
で
の
問
題
点
と

緊
急
雇
用
創
出
事
業
で
の

補
助
金
の
使
途
に
関
す
る

自
治
体
の
随
意
契
約
や
甘

い
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
実
態

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
分
科
会
　

～
岩
手
大
学
で

①
秘
密
保
護
法

②
政
務
活
動
費

③
ギ
ャ
ン
ブ
ル
問
題

④
地
方
自
治
法
改
正
問
題

　

各
分
科
会
に
分
か
れ

て
、
発
表
や
熱
い
討
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

体
中
7
自
治
体
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
し
か
も
、
情
報
提

供
の
あ
っ
た
5
自
治
体
で

は
、
落
札
率
と
工
事
成
績

点
数
と
の
関
係
は
み
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

大
会
宣
言
を
採
択

大
会
宣
言
で
決
議
さ

れ
た
具
体
的
事
項

第
一　

行
政
に
よ
る
不

当
な
情
報
の
不
開
示
と

た
た
か
う
と
と
も
に
、

公
文
書
の
保
存
・
管
理

を
徹
底
さ
せ
る
活
動
を

す
る
こ
と

第
二　

公
共
事
業
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
市
民

が
正
し
い
情
報
に
基
づ

き
議
論
す
る
た
め
需
要

予
測
の
実
態
を
解
明
し

て
い
く
こ
と

第
三　

政
務
活
動
を
よ

り
透
明
化
す
る
た
め
、

政
務
活
動
費
を
支
給
し

て
い
る
全
議
会
に
対

し
会
計
帳
簿
の
提
出
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の

公
開
を
義
務
付
け
さ
せ

る
こ
と

第
四　

住
民
訴
訟
制
度

の
不
当
な
改
正
を
ゆ
る

さ
な
い
こ
と

　

最
後
の
全
体
集
会
で

は
、
「
Ｉ
Ｒ
カ
ジ
ノ
に
反

対
す
る
決
議
」
と
「
大
会

宣
言
」
が
討
論
の
後
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
両
決
議
と

も
全
文
が
当
会
Ｈ
Ｐ
に
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。
次
回
開
催
地
は
未

定
で
す
。
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全
国
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
岩
手
大
会
に
参
加
し
て

阪
谷
昇
良

　

今
年
も
全
国
大
会
に
参

加
し
ま
し
た
の
で
、
私
な

が
ら
の
報
告
記
事
を
投
稿

し
ま
す
。

     

今
年
も
盛
会

　

今
年
は
二
十
一
回
大
会

で
、
開
催
場
所
は
昨
年
の

京
都
と
違
い
遙
か
遠
い
み

ち
の
く
岩
手
県
盛
岡
市

で
、
毎
年
必
ず
参
加
し
て

い
た
畑
中
事
務
局
長
が
知

事
選
出
馬
予
定
の
た
め
出

席
で
き
ず
、
和
歌
山
か
ら

は
松
井
氏
、
芝
野
氏
、
私

達
夫
妻
の
四
名
に
な
り
ま

し
た
。

　

関
西
の
参
加
者
も
少
な

い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
大
阪
・
京
都
地

区
か
ら
も
多
く
の
方
々
が

参
加
さ
れ
、
大
会
出
席
者

総
数
一
五
八
名
の
盛
会
に

な
り
ま
し
た
。

　

大
会
初
日

　

九
月
六
日
は
十
三
時
開

会
で
、
盛
岡
駅
に
近
い
ア

イ
ー
ナ
ビ
ル
で
、
「
じ
ぇ

じ
ぇ
じ
ぇ
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド

ラ
あ
ま
ち
ゃ
ん
）、
秘
密

保
護
法
、
公
共
事
業
、
政

務
活
動
費
」
の
テ
ー
マ

で
、
例
年
通
り
各
報
告
、

提
案
で
大
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。
当
大
会
で
の
講
演

は
「
特
定
秘
密
保
護
法
の

何
が
問
題
か
？
」
の
テ
ー

マ
で
清
水
勉
弁
護
士
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

講
師
の
清
水
先
生
は
、

情
報
保
全
諮
問
会
議
の

委
員
も
さ
れ
て
い
る
方
で

す
。
「
情
報
公
開
法
」
と

「
秘
密
保
護
法
」
は
表
裏

一
体
の
も
の
で
、
両
方
の

見
方
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
見
解
か
ら
、
今
回
の
「
特

定
秘
密
保
護
法
の
何
が
問

題
な
の
か
？
」
の
テ
ー
マ

で
の
講
師
を
受
け
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

主
な
検
討
経
緯
・
秘
密

保
護
法
施
行
令
・
統
一
的

な
運
用
基
準
・
適
正
確
保

の
仕
組
み
・
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
各
項
目

に
つ
い
て
の
見
解
を
、
お

話
し
頂
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
、

私
の
貧
弱
な
法
律
知
識
で

は
、
こ
の
内
容
を
十
分
に

は
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

よ
く
わ
か
っ
た

　
　
地
方
自
治
法
改
正

　

今
、
政
府
は
住
民
訴
訟

の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
地

方
自
治
法
を
変
え
、
首
長

の
過
失
責
任
を
故
意
重
過

失
に
限
定
し
よ
う
と
し
て

い
る
ら
し
い
で
す
。
も

し
、
そ
の
よ
う
に
限
定
さ

れ
た
場
合
に
ど
う
な
る
の

か
と
「
軽
過
失
責
任
免
責

で
、
心
配
御
無
用
」
の
タ

イ
ト
ル
で
の
約
二
〇
分
の

解
り
易
い
寸
劇
を
見
せ
て

頂
き
、
そ
の
結
末
を
熱
演

と
笑
い
の
内
に
理
解
致
し

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
公
共
事
業
に

お
け
る
需
要
予
測
と
実
績

と
の
乖
離
の
調
査
結
果
、

政
務
活
動
費
の
問
題
等
の

報
告
、
包
括
外
部
監
査
の

通
信
簿
、
京
都
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
の
表
彰
等
が
あ
り
、

昼
の
行
事
は
一
八
時
に
終

了
し
ま
し
た
。

　

夜
は
懇
親
会

　

会
場
を
近
く
の
ホ
テ
ル

に
移
し
、
懇
親
会
が
立
食

パ
ー
テ
ィ
形
式
で
持
た
れ

ま
し
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
の
最
中
、
関

西
テ
レ
ビ
の
若
い
記
者
が

私
達
の
席
に
挨
拶
に
来
ら

2 日 目 会 場 前 に て 阪 谷 夫 妻
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れ
ま
し
た
。
関
西
テ
レ
ビ

の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
外
の

盛
岡
で
、
何
故
テ
レ
ビ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
と
怪
訝

な
感
じ
で
お
会
い
し
た
と

こ
ろ
、
「
号
泣
県
議
」
で

注
目
を
集
め
た
「
政
務
活

動
費
」
の
情
報
収
集
の
た

め
の
参
加
で
し
た
。
現
在

和
歌
山
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が

裁
判
中
の
県
議
・
政
務
調

査
費
違
法
支
出
金
返
還
請

求
住
民
訴
訟
に
つ
い
て
の

裁
判
状
況
の
詳
細
な
情
報

が
欲
し
い
と
の
こ
と
で
、

後
日
、
畑
中
氏
に
直
接

会
っ
て
頂
く
事
に
な
り
ま

し
た
。

　

兵
庫
県
議
の
号
泣
問
題

が
、
如
何
に
一
般
の
人
に

も
「
政
務
調
査
費
問
題
」

が
関
心
を
持
た
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
か
分
か
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

　

二
日
目
の
内
容
は
、
分

科
会
と
大
会
宣
言
・
決
議

で
す
。
岩
手
大
学
の
学
生

セ
ン
タ
ー
で
九
時
半
よ
り

始
ま
り
ま
し
た
。
や
は
り

地
方
の
大
学
だ
け
に
広
い

敷
地
内
に
ゆ
っ
た
り
と
建

　

今
回
の
分
科
会
は
、
今

ま
で
の
分
科
会
に
無
か
っ

た
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
問
題
」

を
選
び
ま
し
た
。
講
義
室

は
す
で
に
参
加
者
で
一
杯

で
、
空
い
た
椅
子
も
な
く
、

や
っ
と
前
の
方
で
座
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
用
意
さ

れ
て
い
た
資
料
は
既
に
参

加
予
定
者
数
を
上
回
っ
て

い
た
た
め
、
と
う
と
う
私

は
資
料
無
し
の
参
加
と
な

田
辺
等
先
生
の
「
賭
博
依

存
症
の
実
際
」
の
話
が
あ

り
、
そ
の
中
で
ギ
ャ
ン
ブ

ル
依
存
症
の
三
つ
の
格
言

と
し
て

　

一
、
死
の
ド
ア

　

二
、
社
会
的
死
の
ド
ア

　

三
、
回
復
の
ド
ア

と
言
っ
て
ま
し
た
が
、
こ

り
ま
し
た
。

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
分
科
会
の

テ
ー
マ
は
「
人
と
社
会
と

ま
ち
を
破
壊
す
る
パ
チ
ン

コ
・
カ
ジ
ノ
賭
博
」
～

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
に
苦

し
む
人
々
を
う
ま
な
い
た

め
に
～
。
全
体
報
告
は
カ

ジ
ノ
解
禁
推
進
法
案
と
カ

ジ
ノ
の
弊
害
に
つ
い
て
で

し
た
。
続
い
て
北
海
道
精

神
保
険
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

れ
が
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症

に
対
す
る
要
約
さ
れ
た
言

葉
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

次
に
井
上
善
雄
弁
護
士

か
ら
韓
国
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル

情
勢
の
講
話
が
あ
り
ま
し

た
が
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
対
策

に
つ
い
て
は
日
本
よ
り
進

ん
で
お
る
よ
う
に
思
い
ま

し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
社
会

は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
よ
る
収

入
よ
り
、
は
る
か
に
弊
害

の
方
が
大
き
い
と
感
じ
ま

し
た
。

　

て
ら
れ
、
郊
外
に
お
る
よ

う
な
感
じ
で
す
。
非
常
に

気
持
ち
良
い
雰
囲
気
な
も

の
で
す
か
ら
、
つ
い
つ
い

木
陰
の
ペ
ン
チ
に
腰
を
お

ろ
し
て
お
る
内
に
会
議
時

間
ギ
リ
ギ
リ
に
な
り
、
慌

て
て
会
場
へ
行
っ
た
の
で

す
。

　

分
科
会
は

　
　
　「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
問
題
」
に
参
加

　

今
回
私
が
参
加
し
た
盛

岡
大
会
の
感
想
で
す
が
、

こ
の
文
で
は
ほ
ん
の
一
部

し
か
皆
様
に
お
伝
え
出
来

ま
せ
ん
が
、
今
回
の
盛
岡

で
の
大
会
は
和
歌
山
か

ら
は
余
り
に
も
遠
隔
の
地

だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、

最
初
は
参
加
を
迷
い
ま
し

た
が
、
行
っ
て
み
て
、
本

当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

大
会
第
二
日
目

大
会
に
参
加
し
て
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責
任
あ
る
情
報
管
理
・
開
示
体
制
の
構
築
を
　

弁
護
士　

芝
野
友
樹

　

岩
手
大
会
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。
改
め
て
，
知
る
こ
と
の
重
要
さ
，

他
方
で
，
行
政
の
文
書
・
情
報
の
管
理
，
そ
の
開
示
が
適
切
に
な
さ
れ
て
い

る
と
は
え
い
な
い
こ
と
，
そ
も
そ
も
制
度
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
を
実
感
し

た
大
会
で
し
た
。

過
大
な
需
要
予
測
と

                     

そ
の
検
証

　

行
政
に
限
ら
ず
，
事
業

を
行
う
と
き
に
は
，
需
要

予
測
を
行
い
，
そ
の
事
業

の
費
用
対
効
果
を
考
え
ま

す
。
一
定
の
需
要
予
測
が

あ
る
か
ら
こ
そ
，
そ
の
事

業
を
行
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
，
事

業
開
始
後
の
実
際
の
需
要

と
需
要
予
測
が
解
離
す
る

場
合
に
は
，
当
時
の
需
要

予
測
が
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
た
の
か
検
証
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
と
こ

ろ
が
，
国
に
つ
い
て
は
需

要
予
測
の
文
書
が
５
年
し

か
保
管
さ
れ
ま
せ
ん
。
事

業
開
始
ま
で
５
年
以
上
か

か
る
も
の
は
少
な
く
な
い

に
も
関
わ
ら
ず
，
事
業
が

開
始
す
る
こ
ろ
に
は
破
棄

さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と

い
う
の
で
す
。

　

ム
ダ
な
公
共
事
業
が
指

摘
さ
れ
る
な
か
，
文
書
管

理
の
た
め
の
ル
ー
ル
作
り

の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

政
務
活
動
費

　

政
務
活
動
費
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

和
歌
山
県
・
和
歌
山
市

を
み
る
と
，
い
ず
れ
も
会

計
帳
簿
の
議
会
へ
の
提
出

義
務
な
し
，
活
動
報
告
書
・

視
察
報
告
書
の
作
成
義
務

な
し
，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
全
く
な
し
と
，
い
ず
れ

も
行
わ
れ
て
い
る
自
治
体

に
比
べ
て
，
著
し
く
説
明

責
任
が
果
た
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
何
か
説
明
で
き
な

い
事
情
が
あ
る
の
か
と
疑

問
を
持
た
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
公
金
を
使
っ
て
い
る

と
い
う
認
識
を
も
っ
て
，

積
極
的
に
説
明
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
近
で
は
，
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
掲
載
も
た
い
し
た
負
担

と
は
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。

秘
密
保
護
法

　

今
回
の
メ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
，
清
水
勉
弁
護
士

の
秘
密
保
護
法
に
関
す
る

講
演
で
し
た
。
ま
た
，
私

は
秘
密
保
護
法
分
科
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

秘
密
保
護
法
に
は
，
秘

密
の
範
囲
が
広
す
ぎ
る
，

処
罰
範
囲
が
広
す
ぎ
る
，

適
性
評
価
制
度
が
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
，
な

ど
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
，
清
水
弁
護
士
も

反
対
で
す
。
そ
の
「
反
対
」

の
立
場
で
情
報
保
全
諮
問

会
議
の
委
員
と
し
て
，
い

か
に
基
準
レ
ベ
ル
で
歯
止

め
を
か
け
る
べ
く
し
て
い

る
の
か
，
と
い
っ
た
こ
と

を
お
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
も
そ
も
現
在
の
公
文

書
管
理
法
は
，
情
報
管
理

法
と
し
て
不
十
分
で
す
。

情
報
管
理
制
度
が
杜
撰
な

ま
ま
で
，
適
性
評
価
制
度

や
処
罰
に
よ
る
情
報
の
管

理
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る

秘
密
保
護
法
の
問
題
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
，
情
報
管
理
制
度
が
整

う
こ
と
で
，
情
報
公
開
が

よ
り
充
実
し
た
も
の
に
な

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

さ
て
，
運
用
基
準
が
仮

に
素
晴
ら
し
い
も
の
で

あ
っ
て
も
（
残
念
な
が
ら
，

大
会
の
後
に
公
開
さ
れ
た

基
準
案
は
そ
の
よ
う
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
），

そ
れ
は
基
準
に
す
ぎ
ず
，

法
律
レ
ベ
ル
で
問
題
が
あ

る
以
上
，
根
本
的
な
解
決

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
と
し
て

は
，
秘
密
保
護
法
の
廃
止
，
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そ
し
て
情
報
管
理
を
適
正

化
す
る
た
め
の
法
制
度
を

求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

各
地
報
告

　

各
地
報
告
で
私
が
印
象

に
残
っ
た
も
の
と
し
て
，

市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
高
知

か
ら
の
報
告
「
東
日
本
大

震
災
復
興
予
算
の
横
流
し

許
さ
ず
」
が
あ
り
ま
す
。

　

3
・
11
震
災
復
興
の
た

め
25
年
間
に
わ
た
っ
て
課

さ
れ
る
復
興
特
別
税
に
よ

る
震
災
復
興
予
算
が
，
震

災
等
緊
急
雇
用
対
応
事
業

の
た
め
の
緊
急
雇
用
創
出

臨
時
特
例
基
金
に
垂
れ
流

さ
れ
，
震
災
復
興
と
は
関

係
の
な
い
事
業
に
支
出
さ

れ
，
使
い
切
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
対
し
て
，
監
査
請

求
，
住
民
訴
訟
が
提
起
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
予
算
の
実
行

時
期
か
ら
す
れ
ば
，
平
成

25
年
度
の
支
出
命
令
自
体

は
本
年
５
月
に
執
行
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
，
監

査
請
求
は
ま
だ
可
能
と
の

こ
と
で
し
た
。
和
歌
山
で

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

包
括
外
部
監
査

　

恒
例
の
包
括
外
部
監
査

の
通
信
簿
が
公
表
さ
れ
，

和
歌
山
市
の
外
部
監
査
人

に
よ
る
「
生
涯
学
習
部
の

財
務
事
務
に
つ
い
て
（
施

設
の
運
営
管
理
を
含
む
）

が
活
用
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
の
今
後
の

活
動
の
参
考
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

日
本
の
政
治
が
い
か
に

情
報
を
隠
す
政
治
な
の
か

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
国
民
が
情
報

を
知
っ
て
こ
そ
の
民
主
主

義
で
す
。
秘
密
保
護
法
の

☆
　
☆
　
☆

　

日
頃
各
地
方
の
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
の
活
動
や
、

そ
の
成
果
等
を
知
る
機

会
が
私
の
ア
ン
テ
ナ
が

低
い
故
で
、
少
な
い
た

め
、
多
く
の
県
市
の
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン
の
方
々
が

如
何
に
地
道
に
息
長
く

綿
密
に
調
査
さ
れ
た
り

問
題
提
起
さ
れ
て
い
る

か
よ
く
わ
か
り
感
服
し

ま
し
た
。

　

今
一
番
ホ
ッ
ト
で
皆

さ
ん
の
関
心
が
高
い
の
は

政
活
費
の
使
途
の
件
だ
と

思
い
ま
す
が
、
比
較
的
ビ

ジ
ュ
ア
ル
で
分
か
り
や
す

い
こ
の
問
題
に
比
べ
て
「
秘

密
保
護
法
」
「
情
報
公
開
」

は
な
か
な
か
手
強
い
相
手

だ
と
改
め
て
つ
く
づ
く
感

じ
ま
し
た
。

　

こ
の
問
題
は
或
る
意
味

地
味
で
皆
さ
ん
の
関
心
を

引
き
つ
け
が
た
い
面
も

あ
っ
て
、
私
達
の
気
付
い

た
時
は
遅
き
に
失
し
た
と

い
う
こ
と
も
充
分
あ
り
得

る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
存
在
は

力
強
い
限
り
で
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
会
員
の

方
々
が
明
る
く
お
元
気
に

活
動
さ
れ
て
い
る
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
最
近
、

世
界
各
地
で
戦
争
、
病
気

果
て
は
、
自
然
災
害
等
、

暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
中

私
に
と
っ
て
一
服
の
清
涼

剤
と
な
り
ま
し
た
。

　

折
し
も
九
月
八
日
は
中

秋
の
名
月
、
七
日
の
夜
は

特
急
「
く
ろ
し
お
」
の
窓

か
ら
満
月
を
愛
で
な
が
ら

帰
和
し
ま
し
た
。

廃
止
を
求
め
つ
つ
，
国
民
・

県
民
・
市
民
が
知
る
こ
と

の
で
き
る
制
度
を
求
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
全
国
大
会
の
所
感阪

谷
　
民
子

第
一
日
目
　

「
各
地
の
報
告
を
き
く
」
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次回会員会議 の ご案内

こぞってご参加ください

当面の予定 裁 判 情 報

地方公共団体などの不正や不当な行為を監視し
　　　　これを是正するために、共に行動しませんか！

まだ 未入会の方へ！！

皆様のご入会をお待ちしています
◎ 入会申し込み・問い合わせは、一面記載の連絡先まで。
　　また、当会ホームページにも入会申込書と会則があります

日 時 　 ９ 月 ２ ４ 日 午 後 ６ 時 ～

場 所 　 和 歌 山 合 同 法 律 事 務 所 ・ 会 議 室

　 ９ 月 １ ６ 日 　 　 Ｐ Ｍ ４ ： ０ ０ ～
    ニュース発送作業日

　 ９ 月 ２ ４ 日 　 　 Ｐ Ｍ ６ ： ０ ０ ～
        県 議 ・ 政 務 調 査 費 違 法 支 出 金
             返 還 請 求 住 民 訴 訟 の 判 決 言 渡 し

     ニ ュ ー ス 発 送 作 業 日

１ ０ 月 　 ６ 日 　 　 Ｐ Ｍ 4： ０ ０ ～

     第 3 回 会 員 会 議

     編 集 会 議

１ １ 月 １ ０ 日 　 　 Ｐ Ｍ 4： ０ ０ ～

１ １ 月 ２ ６ 日 　 　 Ｐ Ｍ ６ ： ０ ０ ～
     第 ４ 回 会 員 会 議

１ ０ 月 ２ ４ 日 （金）　 Ｐ Ｍ １ ： １ ５ ～


